








●個別同意方式
・高知医療介護情報連携システムについて同意を得られた患者さんのみ閲覧可能
・参加事業者ごとに同意書を取得する
・同意についてはいつでも撤回できる

●利用者の制限
・事務局へ利用登録申請を行った者のみ利用可能

●利用機器の制限
・事務局に利用登録機器申請を行ったパソコン及びモバイル端末のみ利用可能

運用案

●H27年11月 厚生労働大臣の下に「保健医療分野のICT活用推進懇談会」が設置される。
●H28年10月 同懇談会から厚労省に提言
●H29年4月 総務省の「クラウド型HER高度化事業」により全国16の地域で実証実験開始。
「患者・国民を中心に保健医療情報をどこでも活用できるオープンな情報基盤（PeOPLe）」

（仮称）の整備にむけ取り組みが行われている。
（メリット）
都市部の医療機関から地域の医療機関に転院した場合や、旅行先・出張先で急病の場合
などでも、自らの診療情報を共有してもらい、適切な診療が受けられる。

国の取り組み

「クラウド型高度化事業地域」


